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　このほか日々のニュースを、公式インスタグラムで楽しく発信中。ぜひご覧ください。

泉小で恒例の交通安全七夕飾り
地域の力総動員で今年も校門前に堂々完成

　6 月28 日、泉小学校で泉地区交通安全協会主催によ
る交通安全七夕飾りが実施されました。矢板警察署・泉
むらづくり協議会・泉小コミュニティスクール・地元建設
業者の方々の協力を得ながら、１～６年生までの児童は、
校庭で思い思いに願いを込めた短冊を飾り付けました。「テ
ストで100 点がとれますように」「白バイ隊員になれますよ
うに」「自分やみんなが安全に暮らせますように」など夢や
願いがたくさん詰まった七夕飾りとなりました。子どもたち
の願いをかなえるためにも、安全運転を心がけましょう。

「まちの玄関」に彩を添えて
矢板高校生らが矢板駅花壇に植栽

　6 月 20 日、矢板高校生・矢板花の会・JR 社員らによ
る矢板駅前花壇への花植えが行われました。例年６月と
11 月ごろに実施されているもので、今回は矢板高校生が
２月の種まきから大事に育て上げたマリーゴールドなどト
ラック１台分の苗が植え付けられました。
　植え付けをした方からは、「やっぱり花があると見栄え
がいいね」「駅が華やかになってうれしい」「いつも通勤
通学で使う人たちも喜んでくれるかな」などの声が上がっ
ていました。

▲「押してみよう踏切非常ボタン」は大人気。

踏切安全教室を初開催
JESS が企画し、今後も市内の小学校などへ

　6 月 20 日、矢板小学校１年生を対象に踏切安全教室
が開催されました。これは踏切を安全に使うための知
識を子どもたちに伝えようと、矢板駅などの駅業務を担
う（株）JR 東日本ステーションサービス（JESS）が企画
したもので、市内では初の試みです。当日は手作りの踏
切や電車が登場するなど、子どもたちの興味を引く工夫
が施されており、楽しく学習する姿が見られました。鈴
木駅務長は「何らかの形で地域に貢献できればと考えて
いた。子どもたちも喜んでくれて良かった」と話しました。
今後は市内のほかの小学校やこども園でも実施予定です。

▲電車や駅名クイズも元気いっぱい答えてくれました。▲工夫いっぱいで子どもたちも積極的に教室に参加。

愛情ぎっしり、お腹も心も満タンに
TAKIBI が “百縁”「矢板おむすび」始めました

　矢板ふるさと支援センター TAKIBI で学生を対象にお
むすびを振る舞うサービスが始まりました。
　放課後、TAKIBI に自主学習にくる学生がカップ麺な
どを食べているのを目にしたスタッフが「せっかくなら体
に良い物を食べてほしい」と願い始めたものです。おむ
すび２個とその時々のおかずやみそ汁を 100 円で提供す
る破格のサービス。勢いよくほおばった男子学生は「超
うまい！マジでうまい」と大満足。おむすびやおかずな
どは、寄付された食材を使用し提供されます。毎週水
曜日開催予定で、具材・食材の寄付も募集中です。 ▲初日の 6/19 は約 10 分で完売に。学生さんのうれしい顔であふれました。

▲ TAKIBI スタッフからは「ちゃんと野菜も食べてね」と愛ある声。▲7/3にはからあげの寄付も。多くの方の協力で “百縁 ”で提供されています。

いちご一会国体レガシー事業
「栃木ゴールデンブレーブス野球教室」

　7 月 7 日、栃木ゴールデンブレーブス 対 福岡ソフ
トバンクホークス 3 軍の試合後、市内小学生を対象に、
栃木ゴールデンブレーブスの選手による野球教室が開
催されました。教室ではバッティング練習を行い、選手
の迫力あるお手本も披露されました。参加した小学生は

「公式戦を間近で見た後に、憧れのプロ野球選手にバッ
ティングを教えてもらえて、とてもうれしかった」と笑顔
で話しました。教室終了時には、選手からユニフォーム
やボールにサインをもらい、子どもたちは大喜びでした。


